
従来：国内旅客の需要推計モデル（第一段階の改善まで）

人口・GDP①生成交通量（全国） 第一段階の改善

生成モデル

全国の生成量

車 担率

【航空】【道路】 【鉄道】

乗用車のべ利用人数

1台当たり平均輸送人数

乗用車分担率
④分担交通量（機関別）

発生集中交通量モデル

乗用車台トリップ数

発生モデル

1台当たり平均輸送人数

地域発生モデル
②発生交通量（地域）

ゾーン別発生集中交通量（6800ゾーン）

発 集中交通量 デル

ゾーン別国内旅客数（223ゾーン）ゾーン別の発生量（350ゾーン）

分布モデル 旅行先選択モデル 旅行先選択モデル

地域発 デル

③分布交通量（OD）

OD表（将来） ACCOD需要量（350ゾーン間） ACC

交通機関選択モデル 交通機関選択モデル

ゾーン間国内旅客数（223ゾーン）

④分担交通量（機関別）

交通機関別OD需要量 ACC

ACC

ACC

経路選択モデル

航空経路別旅客数

交通機関別の国内旅客数

航空経路選択モデル

経路別需要量

便あたり旅客数算定モデル

航空経路別旅客数

路線別旅客数

空港アクセス交通機関選択モデル
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今回の改善：国内旅客の需要推計モデル（第二段階の改善）

人口・GDP①生成交通量（全国） 第一段階の改善

生成モデル

全国の生成量

発生モデル②発生交通量（地域） 第二段階の改善

ゾーン別の発生量（50ゾーン）

発生モデル②発生交通量（地域）

分布モデル③分布交通量（OD）

第 段階の改善

OD需要量（432ゾーン間）

交通機関選択モデル④分担交通量（機関別）

ACC

【航空】【道路】 【鉄道】

OD需要量（乗用車） OD需要量（幹線バス） OD需要量（鉄道） OD需要量（航空） OD需要量（旅客船）

純総変換
台数変換

OD需要量（乗用車＋幹線バス）
※台数ベース、総流動ベース

経路別需要量

経路選択モデル

航空経路別旅客数

地域内
交通量

OD表（将来）
※地域間＋地域内

経路選択モデル

便あたり旅客数算定モデル

路線別旅客数

空港アクセス交通機関選択モデル
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※地域間＋地域内

注）本モデルは、各事業の特性を踏まえ、より的確な推計を行うため、
今後の検討過程で変更を行う場合があります。



従来：国内貨物の需要推計モデル（第一段階の改善まで）

GDP
①生成交通量（全国） 第一段階の改善

GDP

生産額・輸入額

生産額・輸入額モデル（10品目）

全機関輸送トン数と
生産額・輸入額との関係式（10品目）

全機関のべ輸送トン数

【道路】 【港湾】

④分担交通量（機関別）

国内純流動量
貨物車輸送トン数

貨物車分担率

1台当たり平均積載トン数

貨物車台トリップ数

1台当たり平均積載トン数

②発生交通量（地域）

地域別発生集中交通量ゾーン別発生集中交通量

発生集中交通量モデル 発生・集中量予測モデル

③分布交通量（OD）

OD表（将来） 地域間貨物純流動

分布モデル 分布貨物量予測モデル

④分担交通量（機関別）

代表輸送機関別純流動量

輸送機関選択モデル
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①生成交通量（全国）

今回の改善：国内貨物の需要推計モデル（第二段階の改善）

GDP
第一段階の改善

GDP

生産額・輸入額

生産額・輸入額モデル（10品目）

全機関輸送トン数と
生産額・輸入額との関係式（10品目）

②発生交通量（地域）

生産額 輸入額との関係式（10品目）

全機関のべ輸送トン数

地域別発生集中交通量

発生・集中量モデル 第二段階の改善

③分布交通量

地域別発生集中交通量

分担率

機関分担が
競合する貨物

機関分担が競合する貨物 機関分担が固定的な貨物

分布モデル ④分担交通量③分布交通量

分布交通量

分担率

分担交通量

分布モデル

輸送手段選択モデル 現在パターン法

④分担交通量

④分担交通量 ③分布交通量

OD需要量（輸送手段別） OD需要量（輸送手段別）

OD需要量（貨物車） OD需要量（コンテナ船） OD需要量（RORO船） OD需要量（海運バラ）OD需要量（鉄道）

【道路】 【港湾】純総変換
台数変換

OD需要量
※台数ベース、総流動ベース

OD需要量（フェリー）

道路・フェリー
選択モデル
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地域内
交通量

※台数ベ ス、総流動ベ ス

OD表（将来）
※地域間＋地域内

注）本モデルは、各事業の特性を踏まえ、より的確な推計を行うため、
今後の検討過程で変更を行う場合があります。


